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ごあいさつ
梅雨の候、皆様いかがお過ごしですか。いつも当園をご利用いただき

心より感謝申し上げます。まずは大雨で被災された方々に心からお見舞
い申し上げます。こちら福島は梅雨入りとはいえ雨も降らず異常な高温
で畑に毎日かん水をしている状態です。震災から約６年半、少しずつで
はありますが今年も前に進んでいます。また、モニタリング検査は、今
年も公的及び民間の調査機関両方から放射線検査を実施し、安全で安心
な果物をお届けしたいと思います。
今年は、6 月の水不足、高温よりブドウの日焼け、隣接町の降雹被害、

果物にとって厳しい環境でした。公的機関の話ではモモの仕上がりは小玉傾向のようです。甘い
果実が出来るようこれからの天候に期待します。

写真は市内の小学生が授業の中で各自、絵を書いて袋掛けを体験しました。農業の楽しさとく
だものたちの奥深さなど何か伝えられればと思います。また旨い果物がお届けできるよう気を引
き締めて管理していきたいです。今年も皆様のご意見があればぜひお聞かせ下さい。

今年の生育も、平 少しづつ、シャインマス
年比果物全般３～４日進ん カットが増えてきました。
でいます。あかつきの盛り 形を整える摘粒作業､母ち
は来月の初めになりそうで ゃんの手と摘粒後のシャ
す。写真は修正摘果７月７ インです。願いを込めて
日のあかつきです。玉張り ハサミ入れをしています。
はここからが勝負です。

４月３０日ふじりんごの パックの下はムレムレ状
人工授粉開始！この時期 態です。宅配到着後、す
はブドウのビニール張り ぐにパックからモモを出
や水やりなど様々な作業 して下さい。着いたら出
が重なりました。母ちゃ して涼しいところで保管。
ん大忙しです。感謝しま 少し柔らかくなった時に
す。 冷蔵庫で１時間冷やして

召し上がれ！

８９歳のおやじが得意の
鎌使いで木の根元を草退 ４月２６日、地元の
治！乗用草刈り機では、 中学一年生が今年も生
なかなか刈れないところ 産学習で農作業を手伝
を自分のペースで仕事を って下さいました。リ
してくれています。その ンゴとモモのコンフュ
ため除草剤はあまり使用 ーザーつけと交配用の
しなくても大丈夫、木に 花取り、一日本当にお
優しい農業とはおやじの 疲れ様でした！
おかげでした。

あとがき
ブドウ畑での二人のス

ナップ！今年も元気な姿
を大黒屋だよりに出すこ
とができました。ホーム
ページのアップが正月の
ままで皆さんにご心配お
かけしました。

大黒屋果樹園
永倉一大 浩子

福島市内の小学生が
春先から学校とブドウ
畑で 3 回の授業を行い
ました。次回は、収穫
になります。震災後の
福島の農業と、美味し
いブドウが出来るまで
を楽しく伝えます。


